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第 27回議会報告会 報告書 

地 域 名 養父地域 

年 月 日  令和７年４月 23日（水） 会 場 名 ふれあいセンターやぶ 

開始時間 19時 30分 終了時間 21時 09分 

参 加 数 男性 31人 女性 ０人 合計 31人 

班   長 前田 稔 司 会 者 前田 稔 

報 告 者 藤原芳巳 書   記 井戸弘美 

班 員 名 前田 稔、藤原芳巳、井戸弘美、津﨑和男 

市    民 対    応 

報
告
に
対
す
る
質
疑 

① 地域の農家は、小規模な兼業農家が多

い。小規模農家への市独自の補助金や、

中古農機の購入補助などが欲しい。 

 

 

 

 

 

② 50代、60代で、農業をやろうとするが、

家の農機具は、すでに手放しており、農

機具は高額で手が出せない。レンタルと

か、中古機械への助成など、新たに始め

やすいシステムを、養父市にも作ってほ

しい。 

 

③ 大塚区は、裏がすべて山で、山からの

水が多くて危険なところがある。要望も

しているが、造成した土地があって手が

付けられないとの回答だった。崩れてか

らでは遅いので、ため池を作ることで解

消できないものか。 

 

④ 一般質問で、養父市の介護保険料が高

い理由が、八鹿病院の様々な福祉サービ

スによるものとの考えを述べ、行政側が、

介護事業者が多く利用者が多いので高く

なると答弁している。あえて八鹿病院を

指定されたのはなぜか。            

① 小規模農家にもビニールハウスに対する

補助金などがある。委員会のまとめにも、

自給的農家への配慮が必要とされている。

中古農機取得への助成などへの議論も出て

いる。耕作放棄地を増やさないためにも、

農業機械に対する助成は必要と考えてい

る。 

 

② 現状市では、中古機械やリースの考えは

持っていないという答弁であった。大切な

ことは、農地を若い人に引き継いで守って

いくことにある。今後とも、危機感を持っ

て取り組みたい。 

 

 

③ 今回の一般質問の趣旨は、農業用ため池

のことである。雨のたびに一気水になって、

家屋や小学校の方へ流れ落ちる状況があ

り、決壊すると人的被害の可能性もあると

指摘したもの。大塚区のお話をお聞きした

ので現状確認から進めていきたい。 

 

④ 議会だよりには書ききれていない部分も

多々あり、リハビリをする場所が市内では

充実しており、高齢者の皆様が皆元気であ

れば介護保険料は下がるとの意味である。 
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市    民 対    応 

意
見
交
換
会
で
の
質
疑 

① 他市と比べて、人口比でみると議員 

数が多いと思うがどう考えるか。 

 

 

 

 

 

② 前市長は、タウンミーテイングをやっ

ていた。新しい市長は、市内各地域で市

民の声を聴くべきだ。 

 

③ 養父グンゼ跡地の活用プロジェクトに

ついて、どうお考えか。 

 

 

 

④ 新市長が再検討するとして、下水サー

ベイランスややぶ医者大賞の事業を止め

たが、議会審議を経たものか。 

①  養父市は市域が広く、谷が多く深い。 

そこにまばらに人が住む、その声をいかに

拾うのかだ。議論するのに最適な人数を確

保する視点も必要である。議員の中から

も、議員定数削減の声もある。市民との対

話の中で決まるものと考える。 

 

②  市長は、市民の声をしっかり聴くと常々

言われている。聞いていただけるものと認

識している。 

 

③  基本計画の予算が付いたところであり、

具体的なところは、これから地元の皆様を

中心に検討されていくものと認識してい

る。 

 

④  市の判断で予算化されなかったもので、

議会審議に付されたものではない。 

 

そ
の
他
（
提
言
な
ど
） 

① 課題をはっきりさせて、補助金を使っ

て解決を図ることが大切。国の補助金の

枠にはまるように、絵をかきすり付けて

いくと制限はクリアできる。まず必要な

のは、皆がこれを願っていると地域の人

たちの意見をまとめる事。議員も魂込め

て仕事をしていただきたい。 

 

② 旧グンゼ跡は、「知と創造の拠点づく

り」という一大構想の下に進めている。

地元のためというより、養父市の未来に

向けた拠点づくりである。市長が代わり、

その影響を危惧している。この事業が市

の将来にとってプラスになるように、議

会も前向きに取り組んでいただきたい。 

① ご意見としてお聞きし今後の参考にす

る。 

 

 

 

 

 

 

② ご意見としてお聞きし今後の参考にす

る。 
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備考 

 なし 

議会報告会を実施したので、上記のとおり報告いたします。 

   令和７年５月 19日 

報告者  ４班   班長  前田 稔  


